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『朝鮮通信使ゝ尾張踏0旅
～江戸時代の善隣交流』

「隣
使国臥
緯り鮫猛聯殖
訂影務膀お
難
↑

堀崎嘉明0著

鎖
国
と
さ
れ
る
時
代
を
問
い
返
し
、
日
朝

。
日
韓
関
係
史
の
宝
物
掘
り
起
こ
す

『
あ
と
が
き
』
か
ら

【前
略
】
小
著
で
は
本
来
な
ら
ば
鳴

海
宿
以
西
の
名
古
屋
城
下
と
美
濃
路
で

の
朝
鮮
使
節
の
足
跡
を
実
証
的
に
詳
し

く
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
今
後
そ
う
し
た
仕
事
を
進
め
る
に

は
余
り
に
も
時
間
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
取
り
あ
え
ず
こ
の
分
野
の
先
行
研
究

に
依
拠
し
て
大
略
を
叙
述
す
る
方
法
を

と
っ
た
。

幸
い
朝
鮮
通
信
使
が
記
録
し
た

「全

使
行
録
」
が
日
朝
協
会
愛
知
県
連
合
会

に
よ

っ
て
刊
行

さ
れ

て
い
る
。
小
著

の

前
半
で
は
こ
れ
ら
使
行
録
を
読
み
進
め
、

そ

の
記
述
内
容
を
先
行
研
究
や
市

町
村

史
が
掘

り
起

こ
し
た
史
実

と
付
き
合
わ

せ
て
起
宿

か
ら
名
古

屋
城
下
ま

で
の
足

取
り
を
た
ど

り
、
後
半

の
、
鳴
海
宿

や

東
阿
野
村

で
発
見

で
き
た
交
流

と
合
わ

せ
る

こ
と

で

「
尾
張
路

の
旅
、
善
隣
交

流

の
足
跡
」

の
素
描
を
試
み
た
。

そ

こ
に
は

「
鎖
国
と
さ
れ

て
い
た
時

代
」

に
あ

っ
て
、
尾
張

の
人
び

と
が
隣

国

の
人
び

と
と
直
接
的

で
多
彩

な
交
わ

り
を
積
み
重
ね
た
姿
が
あ

っ
た
。

小
著

で
果
た
し
て
そ
れ
を
上

手
く
再

現
で
き
た
か
ど
う
か
甚
だ
心
許
な
い
が
、

今
後

の
研
究

の
礎

の

一
つ
と
な
れ
ば
幸

甚

で
あ
る
。
【後
略
】

【
目
次

】

は
じ
め
に

船
橋
を

渡

る
＝
渡
河

の
情

景

／

船

橋

の

規
模
／

工
事

の
期
間
と
費
用
／
大
雨

で

の
渡
橋
／

コ
ラ

ム

【
若
松
賓
さ

ん
が
翻

訳

し
た
使
行
録

】

美

濃

路
を
行

く
＝
起
宿

か
ら
稲

葉

宿

ヘ

／
コ
ラ
ム

【富
田
一
里
塚
】
／
茶
屋
で

の
も
て
な
し
／
通
行
へ
の
備
え
／
コ
ラ

ム

【禅
源
寺
の
扁
額
】
／
清
須
の
情
景

／
コ
ラ
ム

【蘇
っ
た
清
須
城
下
の
姿
】

／
名
古
屋
城
下
ヘ

名
古
屋
城
下
で
＝
待
ち
受
け
る
人
び
と

／
コ
ラ
ム
【文
左
衛
門
、
書
画
を
得
る
】

／
通
行
を
支
え
た
人
び
と
／
知
ら
さ
れ

た
使
節
情
報
／
コ
ラ
ム

【祭
り
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
通
信
使
】
／
尾
張
藩
。
名

古
屋
の
印
象
／
饗
応
の
宴
／
コ
ラ
ム

【鹿
肉
が
供
さ
れ
た
尾
張
の
宴
】
／
盛

ん
に
行
わ
れ
た
詩
文
応
酬
／
コ
ラ
ム

【名
古
屋
に
残
る
使
節
の
遺
産
】

場
海
宿
で
は
＝
鳴
海
路
の
情
景
／
鳴
海

宿
の
印
象
／
コ
ラ
ム

【前
浜
の
塩
づ
く

り
】
／
コ
ラ
ム

【使
節
を
迎
え
る
宿
の

人
び
と
】
／
下
郷
家
で
の
交
流
／
鳴
海

宿
唱
和

東
口
野
村
で
＝
有
松
と
阿
野
茶
屋
で
／

阿
野
坂
を
行
く
朝
鮮
通
信
使
／
コ
ラ
ム

【桶
狭
間
村
に
残
る

「朝
鮮
使
節
行
列

図
」
／
コ
ラ
ム

【東
阿
野
村
の
名
医
三

田
家
】
／
延
享
度
使
節
団
へ
の
施
療
／

コ
ラ
ム

【発
見
さ
れ
た
宝
暦
度
使
節
の

書
画
】
／
金
有
声
の
絵
画
／
朴
徳
源
の

書
／
三
田
家
に
残
る
謎
の
遺
墨

一碩
章

一目
森
警
鶏
響
Ｌ
芭
小
も
の

【参
考
文
献
】

あ
と
が
き
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尾
張
藩
士
の
日
に
映
じ
た
朝
鮮
通
信
使
行
列

『琉
球

・
朝
鮮
来
聘
記
』
（正
徳
元
年
）
か
ら

上
　
村
　
順
　
造

挟箱【基理亀鶴嘉轟
)

は
じ
め
に

故
若
松
賞
氏
が
古
書
店

で
購

入
さ
れ
た
冊
子

『
琉
球

・
朝
鮮
来
聘
之
記
』

（全

一
二
〇
頁
）
は
、

正
徳
元
年

生

七

一
一
）

に
来

日
し
た
第
八
次
朝

鮮
通
信
使

の
記
録

で
あ
る
。

筆
者

は
不
明
で
あ
る
が
、

そ

の
内
容
か
ら
通
信
使
接
待

に
か
か
わ

っ
た

尾
張
藩
士

で
あ
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ

間
違

い
な

い
。

記
事

の
大
半
は
江
戸

で
の
幕
府

の
接
待

の
様
子
を
記
し
た
も

の
で
あ
る

が
、

な
か
に
、

こ
の
年
十

月
五
日
に
名
古
屋

に
到
着

し
、
翌
六
日

の
朝
、

出
立

し
た
通
信
使

の
こ
と
を
記
し
た
箇
所

が
あ
る
。

こ
の
部
分
は

「朝
鮮
人
名
古
屋
泊
り

の
節
、
御
馳
走
仰
せ
付
け
ら
れ
候

御
役
人

の
党

」

↑

一八
頁
～
六

四
頁
）

と

「名
古
屋
発
足
、
行
列
之
次
第

荒
増

［あ
ら
ま
し
］

盆
ハ
四
頁
～
七
六
頁
）

か
ら
な
る
。

前
者

は
尾
張
藩

の
接
待
体
制

を
記
し
た
も

の
で

【鳴
海
宿

の
箇
所

は
本

誌

（
二
〇

一
四
年

六
月
全

一
七
四
〉
号
）

で
紹
介
】
、
後
者

は
、
筆
者

が
日

の
当

た
り
に
し
た
六
日
朝
、
名
古
屋
を
出
発
し
た
通
信
使
行
列

の
有
様

を

記

し
た
も
の
で
あ
る
。
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写
し
。

二
十

％
に
縮
小
）

・
η

綺

盃

肝

″
涵
凛
々

う́

■を
，
ゝ
ク
く

を

，

目

国

囲

目

ロ

ーー

国
【前
略
】

畑
（挟瀞
輌
霧
ば
話
くま

大
鳥
毛

（お
お
と
り
げ
）

一工
生
ユ

大
笠

勝
蔵
　
騎
針
二
人
　
刀
筒
　
弐
つ

中
小
姓
　
エハ
人

道
具
　
弐
本

挟
箱
対

鱗
鵠
（“従
鰤
ま
）
一疋

鼈

リレ外
船
茶
（
羽

弁ぉ
（野
疑

瀞

発

プ

一　

御
目
鮒
財
足
　

一
荷
　
　
　
木
定
左
衛
門

尻
篭

　
一
立

歩
行
　
ニハ
人

定
左
衛
門
　
馬
上

馬
脇
　
四
人

道
具
　
弐
本

ユエ
生
エ

対
挟
箱

駕
篭

対
州
殿
躊
慟
暴
足
　
『
黎
平
田
隼
人

踪

壺織̈

界
ム

み

廃
毛

修

夕
の
´
／ム
、

ジ

た
ヽ

１

長

―

，２

″
′

〃
狡
解

ヤ
を
も

の原
頁文0

囲
囲
□

供
之
者

①尾張藩士足軽頭 ←

同

国

日

目

日

‐―

□

「尻
篭
」
Ｈ
し
こ

矢
を
入
れ
て
携
帯
す

る
道
一
』
風
同
‐‐‐‐
』
は
隋
閻
同
同
肥
謄
´

「挟
箱
」
＝
は
さ
み
ば
こ

武
家
の
公
用

の
外
出
に
際
し
て
必
要
な
調
度
装
身
具

を
納
め
て
従
者
に
か
つ
が
せ
た
箱

「
対
道

具

は
く
ま
」
＝
つ
い
ど

う
ぐ

は

ぐ

ま
　

「
対
道
具
」
道
具

は
槍

の

こ
と
、

二
本

の
そ
ろ
い

の
槍

　

「
は
く
ま
」

は
、

「は
ぐ

ま

（白
熊
ど

の
こ
と
。
「は
ぐ
ま
」

は
、
ヤ

ク

の
尾

の
毛
、

払

子

（
ほ

っ
す

）

に
作
り
、
旗

・
槍

・
兜
な
ど

の
装
飾

用
。一障

「
大
鳥

毛

」
＝
お
お

と
り
げ

鷹

、

鶏
、

烏

な

ど

の
羽

を
集

め

て
栗

の

い
が
状

に

大

き

く

作

っ
た
装
飾

の

一
種

。

馬

印

や
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琴

一

´

省
‘
　

　

　

　

　

　

「

人

‘

‐
一

み
く
衣
ぉ

縦
れ

を

あ

を

…

ス

冷
ｆ
毛
孝
る
凝

考
，
Ｔ
ア
リ
ヽ
諄
ク
ニ
ス
０
´

わ
―
―
ド
ヶ
●
Ｆ

・ι
メ
■
ヽ
夕
写
～
ぷ
一
　

一

．・一
％

潟

み

・

″，
７
■
τ
七
″
り
，
珍

一
島
蓉
を
ス
ご
色
錮
畔
■
３

．

´
町

醒

　

　

‘，

乾

身
鬱

′

″
ム

・
―

●
バ
み

タ

和
Ｉ
λ
抜
墜
■

傷

藤

カ

ス

老

，多

く

１

％

″

疎

千́

　

一一

，
ス

イ

ヘ

あ

落

″ヽ
ァ
多
々

い
‐

挟
箱
　
一
一並

対
道
具
　
鼠
色
の
毛
　
大
茶
袋

五
か
い
　
大
は
く
ま

立
笠
大
笠
歩
行
十
四
人
　
刀
筒
　
一
う

隼
人
　
乗
物

乗
物
脇
十
人
程

道
具
　
弐
本

挟
箱
　
茶
弁
当

牽
馬
　
一
一疋

合
羽
篭
　
十
荷
程

鱚
轟
一歩
葉
不
，
ア

静枷”釉い呻静”摯一いい「繰″勢い々に

相
越
、
乗
馬
、
荷
付
馬
に
乗
る
。

鉄
砲
　
一
一十
挺

狸
々
緋

（し
ょ
つ
じ
ょ
つ
ひ
）
袋
入

鉄
砲
玉
薬
箱
　
一二
荷

な
め
し
皮
覆
懸

（お
お
い
か
け
）

桐
之
金
紋
付

鉄
砲
奉
行
　
一
人

尻
篭

　
一
立

具
足

　
一
荷

持
道
具
　
一
一本

歩
行
　
エハ
人

奉
行
乗
物

乗
物
脇
　
四
人

・躙 行列
' 
運墨鼈翻露攀 ④朝鮮人の行列"

「
こ
き
う
」

‐―胡
弓
。　
朝
鮮
の
楽
器
に

中
国
の
二
胡
と
同
じ
仲
間
の
弓
奏
楽
器

「尖
琴
」
（
ヘ
グ
ム
）が
あ
る
。
（図
④
⑤
）

筆
者
は

「霙
琴
」
を
見
て

「こ
き
う
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一

β

　

　

一
阜薯杏季員桑裏

=



) 2017 二月(408)

葬
摯

２

あ

姦

千

ｉ^

・・‥

た

ψ
●
二
″
め
イ

メ
？
祐
Ｉ
，
ρ

´
β
“

多
外
魚

一・・・．一一予

一・一
・一

″

瘍

乾

―

タ

一

一
ｉ

ｔ

一一一

一
一
一

．
・

は
、五
ら
れ
′
夕
■
・　
一

″
φ
つ
ヴ
ク
そ
′
”
ケ
一
　
．一

‘お
璧
つ
多
Ｚ

ξ
嘗

　

　

　

，

～
ス

俸

芝

～

り
予

‐

れ

―

ト

毛

倉

う
′
一
う
′
′
レ

′へ

・　
う
ヽ

製

零

董

ｆ

俵

午

た
そ
′
０
ま
了
子
１

１

１

２

，

ス

ヽ
〇

qЧ
卜●

立
か
さ

対
挟
箱

牽
馬

　

一
疋

合
羽
篭
　
一二
荷

弓
　
弐
拾
丁

命
嘘聰
が
一ぼ再

細一羅
濯
∝
隔
ゅ
じ
蒔
絵
紋

弓
奉
行

一
人
　
乗
物

長
搬
廻詢デ
妨
同断

白
は
く
ま
、
柄
ハ
半
分
よ
り
上

靖
韻ぽ
半
分より下朱
ぬり

鎗
炉
額
右．鰺

三
間
程
之
旗
竿
　
エハ
本

豫
（な鋤れ墜
痔
唯
紋
之

動時飾肛疎ヽ
緑励断

勅
根
足十
三動

前
に
小
キ
挟
箱
か
け

牽
馬
　
五
疋

笏
恣
葬
（妾
）穣
也

対
道
具
対醗
難
羅紗
投
（らし
やなげ
）
さや

は
く
ま

黒
大
鳥
毛

一
本

対
道
具

黒
毛
大
茶
袋

立
か
さ

大
か
さ

対
挟
箱

持
道
具
　
弐
本

椛
鈍
罐初
一
枚
靖
と一麟
財い
き

←

畿 列  ←



日本と朝鮮 (愛知版)2017年 7月 (408)号

一一
一
雛

．一
．一．．一一一
一・ （．

１
佑
一
′
つ

．
一一

一

言

を

ｉ

痒

班

漁

‥

ｆ

「
劉
獨
．

．

一
．一
一
　

　

督

‘

　

　

　

　

‥

オ
≡
ξ

‐
　
　
　
　
　
を
■
７
ヽ
プ
ル
ヽ

第

一

―

　

　

　

・

ほ

メ

を
る

ι
饉
１

一千
で

嗜
■

く
マ
“．ヵ
社
臀
幻
ｒ̈
ゝ
簿
汗
―
″
Ｖ
４
τ

漱
鰍
雛
徘

聯
π
魏
好
御

多

・

奪夕

で
Ｉ
と

臓

嬉―筋
Ｅ
つ

よ
ご
ル
ー
広
″１

～
μ
η
人

わ
霙

‘

・

２

省
夕

裕

，
夕
Ｚ
ｂ

疹
Ｚ

２

，

ｔ

一
タ

●0
ヽ

●

ざ
業
や
誦

挟
箱

押
之
者

相
越
る
。

具
足

　

一
荀

尻
篭

　
一
立

対
挟
箱

対
道
具
は
く
ま
獄辞
∫
蔦

三
四
郎
編
赫
蒙
六
以
本

立
笠
対
挟
箱

朝
鮮
人
珈
議
購
五
麻
姉
黛
一
半
時
比
よ
り

←
羹肇聾雷契昇列 ←

言ま    曇:k~θ  彎:i易套首[暑冒量:
漂管 レrf慧  濾ヾよ  晉貢

°
竃: 3星馨三稽馬

3 1【毬】l ス緞「  羹舎 :量  :膏言活[ヽヽ アエ …
′
 黙  '‐デ 上  饂   管暑 資を =毎値使旋

才゙ メЁ共―  と     対   ｀   を
~も  の を に 白佐節 :｀

０

７

鮭
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岬
珊

，
　
　
　ヽ
ヽ
　
　
●や多ワくを之凍イビリヽ
　
　
　
＼

ヽ
い

紺
膳
編
ψ
岬
邸
酵
鯛
屋

【後
略
】

「沓
篭
」
＝
く
つ
か
ご

入
れ
る
篭
。

武
家
の
履
物
を

…

_(愛知版) 2017

お
わ
り
に

最
後
に
、
フ」
の
行
列
を
見
た
二
人
の
尾
張
藩
士
の
記
述
を
紹
介
し
よ
う
。

摯

晏

綺

鮮

砦

特
界

諄

喝
‐こる
議

誘

た
ぇ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
朝
鮮
人
の
行
列
に
つ
い
て
は
何
も
ふ
れ
て

い
な
い
。
文
左
衛
門
は
、
行
列
見
物
の
た
め
、
藩
主
（四
代
吉
通
）が
正
室

を
伴
い
城
下
の
商
家
の
屋
敷
に
出
向
き
、
藩
主
の
意
向
を
う
け
て

「梅
昌

院
様
」
３
一代
綱
誡
の
側
室
）、
コ
一の
丸
様
」、
「御
家
老
・
御
用
人
」
等

が
そ
れ
ぞ
れ
商
家
の
屋
敷
で
見
物
に
参
じ
た
と
も
記
し
て
い
る
。
行
列
が

始
ま
つ
た
の
は
辰
時
（午
前
七
時
～
九
時
）、
通
り
過
ぎ
た
の
は
巳
刻
（午

前
九
時
～
十
一
時
）過
ぎ
と
記
す
。
こ
れ
は

「行
列
之
次
第
荒
増
」
が
記

す
時
刻
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

一　
な
お
、
文
左
衛
門
は
、
通
信
使
一行
が
名
古
屋
に
到
着
す
る
前
々
日
の

十
月
二
綱
に
、
娘
お
こ
ん
が
韓
人
見
物
の
た
め
嫁
ぎ
先
か
ら
帰
つ
て
き
た

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
千
田
龍
彦

『尾
張
な
ご
や

傑
物
伝
～

宗
春
が
い
た
　
朝
日
文
左
衛
門
が
い
た
』
（風
媒
社
）を
参
照

さ
れ
た
い
。

「行
列
之
次
第
荒
増
」
全
文
解
読
に
あ
た
り
、
名
古
屋
市
博
物
館
の
山
本

祐
子
、
種
田
祐
司
両
氏
に
御
教
示
を
得
た
。
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
く
だ

さ
っ
た
両
氏
に
謝
意
を
表
す
る
欠
導
で
ｂ
５
ｏ
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琉

口

物

語
⑦

（
一
九
七
二
年
五
月
十
五
日
　
沖
縄
返
還
記
念
式
典
会
場
＝
つ
づ
き
）

そ
の
頃
砂
川
は
、
琉
球
警
察
の
機
動
隊

一
〇
〇
人
程
と
共
に
、
民
政
府

の
建
物
を
取
り
囲
む
よ
う
に
警
護
し
て
い
た
。
ま
だ
警
護
の
必
要
が
あ
る

と
、
そ
の
倍
以
上
の
警
護
要
請
を
警
察
幹
部
に
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

英
雄
は
、
民
政
府
の
職
員
と
共
に
大
里
主
席
に
付
き
添

っ
て
い
る
。
ま

だ
ま
だ
、
落
ち
着
く
気
配
も
無
く
犠
然
と
し
た
ま
ま
の
会
場
、
演
壇
に
立

っ
た
ま
ま
の
大
里
主
席
が
英
雄
の
方
を
向
き
、
小
さ
く
手
招
い
て
い
る
。

英
雄
は
ほ
ん
の
五
、
六
歩
程
の
距
離
で
大
里
主
席
の
後
ろ
に
控
え
て
い

た
の
で
、
す
ぐ
に
大
里
主
席
の
傍
に
よ
る
と
、
体
が
触
れ
合
わ
ん
ば
か
り

訛
け
性
嗜
綺
離
デ
曝
確
確
断
鍮
Ｆ
雄
際
は
大
声
だ

つ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の

う

た
。

」
秋
姓
鵬
請
ぽ
句
猟
雌
詢
勧
起
軒
翻
釧
報
和
嚇
確
吐
綺
す っ
責
ま
「
昧
責
れ

の
助
け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。　
私
は
こ
れ
か
ら
、
後
藤
総
理
と
大
切

な
お
話
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
会
場
の
方
は
比
較
的
に
安
全

は
保
た
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
吐
徹

つ 一
「
」
稗
は
靱
川
君
の
応
援

を熟鞣いれは村ｒ請贈貯
つ彼“略餃に舒薮聯卿躙枇れ元ｍはぴ明

人
以
上
は
い
る
と
思
わ
れ
る
機
動
隊

魂
惣鶴をっ靴鐸
蔚
亦
鰍
β
驚

駐軸師
輌輌孵̈
潮型娃奸力励椰九はヽ
計糧湛舗曜罐庶硼ぼ直卍

込
ん
だ
は
ず
。
で
、
資
料
室
は
空

っ
ぽ
な
は
ず
だ
が
。
）

と
思
い
な
が

ら
地
下
に
着
く
と
、
元
の
資
料
室
の
前
で
砂
川
は
、
四
、
五
人
の
機
動
隊

員
と
何
や
ら
話
を
し
て
い
る
。
警
備
の
内
容
を
指
示
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

を婦「黎動”ｒ嘩嘲翻権』跡刹祉ｋ
ぁがると、砂川は英雄
の顔

と「獄狛観晴どなな球
イな輛曝れ
社ｒ朽彙』罐一場蜘助けが必要な

わっ刹
“】は”̈
】神は
」でつる̈

歓̈℃ｍげ
績̈馴離
北翻醒勢慶

「砂
川
さ
ん
、
こ
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
何
な
の
で
す
か
。」

英
雄
は
思
わ
ず
、
砂
川
に
尋
ね
た
。

部っ「〓
¨
ゃ
一
申
“
初
枷
思全一嚇
裁
『
ぼ
勒
麟
「
動
覇
‐こ額
嘲
畔
績
枷
臨
洲
い
凱

英
雄
は
、
逆
に
問
わ
れ
て
、
あ
わ
て
て
計
算
し
て
み
る
。

力ヽ「卜千億円になるじやないですか、　Ｔ体どうな
っているのです

百「敵随親ηぽこ̈
鋼ｒ躙櫛蹄絢珊硼費掛勧吐ｍ■詢較惣翻破け

篠に白いは嚇いず』〕着「琳剌̈
い」̈
】』一呻［岬轟珈暉蹴

極
秘
体
制
で
、
日
琉
の
申
し
合
わ
せ
通
り
、
半
年
も
前
に
運
び
込
ま
れ
て

（
琉

球

人

）

金

城

博

一

★琉球郵便切手 (一九四五年米軍
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い
た
の
で
す
。

た
だ
ひ
と
つ
、
日
琉
の
申
し
合
わ
せ
と
違

っ
た
の
は
、
銀
行
の
金
庫
で

は
な
く
、
庁
舎
の
こ
の
元
資
料
室
に
運
び
入
れ
て
素
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て

い
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
君
が
知
ら
な
い
の
は
も
っ
と
も
な
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
は
日
本
政
府
の
広
報
用
の
資
料
が
入
っ
て
い
る
と

し
た
の
で
す
が
、
意
外
に
誰
も
疑
う
こ
と
無
く
、
安
全
に
保
管
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
が
、
今
と
な

っ
て
は
、
日
本
政
府
が
銀
行
の
金
庫
の
中
を
改
め

て
、
あ
る
は
ず
の

一
千
億
円
が
な
い
と
知
る
と
ど
う
い
う
行
動
を
取
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
で
機
動
隊
の
応
援
を
頼
み
、
警
戒
し
て
も
ら
つ
て

い
る
の
で
す
。
今
頃
は
、
大
里
主
席
が
後
藤
総
理
と
話
し
合

っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
そ
の
結
果
で
、
こ
の
お
金
の
行
き
先
が
決
ま
っ
て
く
れ
る
で
し

よ
う
。
」

大
里
主
席
は
、
会
場
内
の
小
部
屋
に
後
藤
総
理
を
誘
い
、
向
き
合

っ
て

い
る
。

一後
藤
総
理
、
状
況
は
ご
覧
に
な
ら
れ
た
通
り
で
す
。
」

と
、
静
か
に
大
里
主
席
が
話
し
か
け
る
。
後
藤
総
理
は
、
や
っ
と
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
た
の
か
、

「日
本
政
府
は
、
沖
縄
の
自
治
独
立
を
認
め
る
訳
に
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
」

ハ
ッ
キ
リ
し
た
日
調
で
、
し
か
し
な
が
ら
、
心
な
し
か
目
を
そ
ら
し
加

減
に
言
葉
を
返
す
。

「そ
れ
は
、
後
藤
総
理
と
し
て
、
日
本
政
府
と
し
て
当
然
の
お
言
葉
と
お

受
け
い
た
し
ま
す
。
　
で
す
が
現
実
に
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
諸
外
国

か
ら
も
早
く
も
承
認
の
声
明
を
受
け
て
い
ま
す
れ
ば
、
私
ど
も
琉
国
政
府

と
し
て
も
そ
の
様
に
作
業
を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
は
な

は
だ
勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
琉
国
政
府
と
し
て
は
日
本
政
府
に
友
好

関
係
を
望
み
ま
す
し
、
日
本
政
府
と
絶
交
す
る
な
ど
は
避
け
る
べ
き
事
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」

「あ
な
た
方
は
、
日
米
の
沖
縄
返
還
協
定
を
な
ん
だ
と
思
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
す
か
。
国
と
国
と
の
約
定
を
軽
率
に
破

っ
て
、
そ
れ
で
済
む
と
考
え

て
い
る
の
で
す
か
。
」
と
後
藤
総
理
が
言
葉
を
荒
げ
る
。

一
ハ
テ
？
，

日
米
の
返
還
協
定
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
協
定
自
体
、
私

ど
も
琉
国
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
お
考
え
で
す
か
。
協
定
が
結
ば
れ
た
時
点
、

イ
ヤ
、
そ
の
以
前
か
ら
、
日
米
の
間
に
お
い
て
協
議
さ
れ
た
結
果
、
協
定

が
結
ば
れ
ま
し
た
の
は
知
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
協
議
の
際
、
当
事
者

で
あ
り
ま
す
琉
球
政
府
は
、　
一
点
の
協
議
の
余
地
も
与
え
ら
れ
ず
、
協
議

書
に
署
名
さ
れ
る
事
も
な
く
、
そ
し
て
そ
の
場
に
さ
え
、
私
は
出
席
し
た

覚
え
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
の
琉
球
政
府
、
い
や
沖
縄
は
、
あ
る
意
味
ど

ち
ら
の
国
に
も
属
さ
な
い
流
浪
の
民
島
の
様
で
あ
り
ま
す
れ
ば
、
そ
の
、

日
米
間
の
協
定
を
私
ど
も
が
承
認
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
も
無
く
、
琉

国
政
府
に
何
ら
も
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事

ゆ
え
に
諸
外
国
か
ら
の
承
認
を
受
け
た
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
琉
国
政
府

と
し
て
、
私
個
人
と
し
て
も
日
本
政
府
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い
事
は
残
念

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
日
本
政
府
の
対
応
を
当
然
の
事
と
し
て
受
け
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
後
藤
総
理
が
沖
縄
の
返
還

に
つ
き
ま
し
て
、
政
治
生
命
を
賭
し
て
全
力
を
傾
け
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
事
は
、
結
果
の
如
何
を
問
わ
ず
、
感
謝
こ
そ
す
れ
、
恨
み
つ
ら
み
な
ど

の
思
い
は
微
塵
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
よ
り
、
私
ど
も
の
胸
の
内
に
も
、

沖
縄
の
風
土
に
も
、
恨
み
な
ど
と
い
う
言
葉
は
、
文
字
の
う
え
に
も
、
心

の
内
に
も
あ
り
得
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
が
証
明
し
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。
今
、
私
ど
も
が
言
え

る
事
は
、
あ
な
た
は
、
真
実
、
沖
縄
の
事
を
思
っ
て
く
だ
さ
り
、
日
本
国

総
理
と
し
て
の
立
場
と
は
別
に
、
あ
な
た
の
心
根
に
沖
縄

へ
の
格
別
の
想

い
が
あ
る
。
そ
れ
は
間
違
い
な
い
の
だ
と
信
じ
て
、
今
、
こ
こ
に
、
琉
国

の
未
来
の
た
め
に
、
ご
理
解
を
お
願
い
致
す
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

ず

っ
と
聞
い
て
い
た
後
藤
総
理
は
、
し
っ
か
り
目
を
開
き
、
大
里
主
席

を
正
面
か
ら
見
据
え
て
い
る
。

電
話
が
鳴

っ
た
、　
一
回
・
…
…
、
英
雄
も
砂
川
も
体
が
動
か
な
い
、
二

回
、
…
…
・
、
〓
一回
、
…
…
砂
川
の
手
が
の
び
て
電
話
を
取
っ
た
。

「は
い
、
―
は
い
―
は
い
―
。
分
か
り
ま
し
た
、
す
ぐ
に
そ
の
様
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

受
話
器
を
置
い
た
砂
川
は
、

「大
宜
見
君
、
こ
の
お
金
は
、
沖
縄
の
た
め
に
使
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

堂
々
と
、
琉
国
の
ス
タ
ー
ト
の
た
め
に
使

っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
」

「日
本
政
府
は
、
琉
国
を
承
認
し
た
の
で
す
か
。
」

「イ
ヤ
、
そ
れ
は
無
理
で
し
ょ
う
。
日
本
政
府
と
し
て
は
、
沖
縄
は
、
あ

―
Ｉ
Ｌ
■
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｆ



く
ま
で
も
日
本
国
に
お
い
て
の
沖
縄
県
だ
と
い
う
見
解
を
崩
す
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
」

「
で
は
、
何
故
こ
の
お
金
が
自
由
に
使
え
る
と
い
う
事
に
な

っ
た
の
で
す

か
。
」
「
そ
の
件
は
、
正
式
な
形
式
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
分
か
り
や
す

く
い
え
ば
、
開
発
途
上
国
に
対
す
る
円
借
款
と
で
も
言
え
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
し
か
し
、
琉
国
を
承
認
し
な
い
上
で
の
、
円
借
款
と
い
う
の
も

お
か
し
な
話
で
は
あ
り
ま
す
が
。
と
に
か
く
、
後
藤
総
理
の

一
存
で
琉
国

側
の
申
し
出
に
は
応
ず
る
と
い
う
返
事
が
頂
け
た
そ
う
で
す
。
し
ば
ら
く

後
に
は
、
正
式
な
発
表
が
あ
る
で
し
よ
う
。」

と
に
も
か
く
に
も
、
こ
の
お
金
を
も
と
に
琉
国
沖
縄
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
の
だ
。
総
額

一
、
六
〇
〇
億
円
。

び
「猷
罐
噺
相
ギ
に
つ
プ
レ
ゴ
国
り
〓
謳
∞
剛
元
た
わ
洵
Ⅷ
断
蜘
時
軸
に
輝

れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
」

そ
の
後
、
三
〇
分
程
で
四
億
円
の
入
っ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
が

一
二
五
個
ず

つ
二
台
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銀
行
の
本
店
金

庫
に

一
時
間
後
に
は
、
無
事
に
運
び
込
ま
れ
た
。
ホ
ッ
と
し
て
い
た
英
雄

は
後
ろ
に
人
の
気
配
を
感
じ
て
振
り
返
っ
た
。
そ
こ
に
立

っ
て
い
た
の
は
、

那
覇
総
合
事
務
局
の
鈴
木
で
あ
る
。
鈴
木
は
、

「今
回
、
日
本
政
府
は

一
つ
の
大
き
な
間
違
い
を
し
ま
し
た
。
長
い
事
、

薩
摩
の
支
配
に
苦
し
め
ら
れ
た
歴
史
を
持
つ
琉
球
を
、
会
津
出
身
の
私
に

琉
球
政
府
の
監
視
役
を
命
じ
た
の
で
す
か
ら
。
私
は
逐

一
あ
な
た
方
の
行

動
を
監
視
、
つ
ま
り
、
さ
ぐ

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
政
府

へ
の
報

告
が
あ
や
ふ
や
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
、
あ
の
ダ
ン
ボ

ー
ル
の
中
身
が
何
な
の
か
知
り
ま
せ
ん
し
、
知
り
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
私
に
分
か
っ
て
い
る
の
は
、
私
の
出
世
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。
」

言
い
終
え
た
鈴
木
は
く
る

っ
と
背
を
向
け
て
大
通
り
を
渡

っ
て
い
っ

た
。

（
つ
づ
く
）

日本と朝鮮 (愛知版)2017年 7月 408)

2017■
「

明 30日 (」ヒ)
午 後 6時～

場  所 /愛 知 韓 国 人 会 館  5階 ホ ー ル
名 古 屋 市 中 村 区 亀 島 1-6-2

参 加 費 /too円
線

真 量 曇 賢 i91口
よ り徒 歩 1分

な 獲プ董塁唇量臭桑貨昌基菖曇奎実行委員会
在 外 同 胞 財 団

講  師 /安 田  純 也 氏 は 賀 県立 大 学  非 常 勤講 師

【まS呵ヨ翼L・ F.q`当 t歩夕し】 FAX:052-452-1716  E―mailljigyo@mindan―aichi.org
韓 日歴 史・ 文 化 フ ォー ラム 事 務 局 (民団 愛 知 内 )金 栄 ― (キム ‐ヨ ンイ ル )TEL:052-452-6431

蔵 経 道 場 と は 、 高 麗 時 代 に 大 蔵 経 の 転 読
を 中 心 と し て 開 催 さ れ た 仏 事 で す _大 蔵 経
(蔵経 )と は 、 釈 .bpの 設 い た 教 え を ま と め
た 経 蔵 、 教 団 の 規 則 を ま と め た 律 較 、 教 理
の 研 究 を ま と め た 論 蔵 の 二 つ (三 蔵 )か ら
な る 、 仏 教 経 典 の 総 体 の こ と で す  高 麗 時
代 の 大 蔵 経 と 言 え ば 、 11亡 紀 に 刻 板 さ れ た
初 離 本 と 、 モ ン ゴ ル の 攻 撃 で 初 離 本 が 焼 失
し 再 び 13世 紀 中 葉 に 刻 板 さ れ 、 現 在 も 韓 国
の 海 F「 寺 に 板 本 が 所 蔵 さ れ て い る 再 離 本 の
二 つ が 、 高 麗 麻 蔵 経 と し て 矢口ら れ て い ま
―
デ
~。

蔵 経 道 場 は 、
『
高 麗 史 』 に よ る と 、 第 8

代 国 王 顕 宗 の 時 代 の 1029年 に 工 官 最 大 の 宮
殿 で あ る 会 慶 殿 で 、 1万 人 余 り の 僧 侶 ^の
食 事 供 養 を と も な つ て 開 催 さ れ た の が 最 初
の 記 録 と し て 残 っ て い る も の の 、 そ れ 以 前
か ら 開 催 さ れ て レ たヽ と 推 測 さ オしま す 。 そ

`わ後 、 第 10代 靖 宗 の 時 代 の 1041年 に 春 秋 2回
開 催 さ れ る 恒 例 行 事 と し て 整 備 さ れ 、 朝 鮮
日寺代 の 初 期 に 廃 止 さ れ る ま で 続 き ま し た 。
今 回 の フ ォ ー ラ ム で は 、 韓 国 中 世 史 (高 麗
時 代 史 )を 専 門 と す る 安 田 純 也 氏 を 招 き 、
蔵 経 道 場 を 中 心 に 大 蔵 経 と 仏 事 と の か か わ
り に つ い て 話 し て も ら い ま す 。
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『ど
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
ろ
う
と
も
…
』

●
分
難
●
車
職

朝
鮮

戦

争

、

軍
事

政

権

、

そ
し

て

ベ

ト

ナ

ム
戦

争

な

ど
、
韓

国

の
激

動

の
時

代

を
家

族

の
た
め

に
さ

さ
げ

た
主

人
公

の
ド

ク

ス
の
生

涯

を
描

い
た
映

画

で
あ

る
。

ド

ク

ス
を
韓

国

の
名

優

フ

ァ
ン

・

ジ

ョ
ン

ミ

ン
が

演
じ

る
。

映

画

の
全

体

を
通
し

て
ド
ク

ス
の

「家
族

の
た
め
に
」

と

い
う

テ
ー

マ
が

一
貫
し
て
い
る
。

映
画

は
釜
山
地
下
鉄
一
号
線
の
チ

ャ
ガ

ル

チ

駅

か
ら

ほ
ど

近

い
現
在

の
国
際

市

場

の
喧

騒

か

ら
始

ま

る
。

衣
料

や
生

活

雑

貨

を
売

る
店

の
中

に
食

品

を
売

る
屋

台

が

入
り
交

じ

り
、

混

沌

と
し

た
状

況

を
呈

し

て

い
る
。

カ

メ

ラ
は
人

々

の
間

を
自

由

に
飛
び

回

る

モ

ン
シ

ロ
チ

ョ
ウ

に
先

導

さ

れ

て
迷

路

の
よ

う
な
市

場

の

様
子
を
追
う
。

そ
し
て

い
き
な
り
場
面

は

一
転

し
て
、

一
九

五

〇
年

の
咸
鏡

南

道

興
南

（
現
在

の
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国

の
東
部
）

の
灰
色

の
風
景
に
切
り
替
わ

る
。

人

々

の
方

言

も
咸
鏡

道
方

言

に
切
り

替

わ

り
、

路

上

で
は
毛
布

に
く

る
ま

る

路

上
生

活
者

が
、

雪
が
降

り

し

き

る
氷

点
下

の
厳

し

い
冬

の
寒

さ

に
震

え

て

い

る
。

朝

鮮

戦
争

に
お

け

る
興
南

脱

出

作

戦

の
さ

な

か

、
主

人
公

の
ド

ク

ス

の
頭

上

を

飛
行

機

が
編

隊

を
組

ん

で
通

り
過

ぎ
少

し
離
れ
た
場
所

に
爆
弾

を
落
と
す
。

中

国

軍

が
興

南

に
到
着

し

、

い
ま
ま

さ

に
国
際

連

合

軍

が

一
斉

に
撤

退

し

て

い
る
さ

な

か
、

軍
艦

・
メ

ロ
デ

ィ
ス

・

ビ

ク
ト

リ

ー
号

上

で
は
韓

国

人

が
撤

退

を
命
じ
た
将
軍
に
必
死
に
訴

え
か
け

る
。

「
わ

が

国
民

を
助

け

て
下

さ

い
。

わ

れ
わ
れ

が

こ
の
ま
ま
こ
の
場
を
去
れ
ば

、

戦

火

に
埋

も
れ

た
人

々
は
中

国

軍

の
攻

撃

で
皆
殺
し

に
さ
れ

て
し
ま

い
ま
す

。
」

す
ぐ

に
出
港

し
よ

う

と
す

る
軍
艦

の

周

り

に
は
、

多

く

の
避

難

民

が

あ

ふ

れ

て

い

る
。

必

死

に
逃

れ

よ
う
と

人

々
が

押

し
寄

せ

る
軍
艦

の
乗
船

口

で
は
、

国

際
連

合

軍

の
軍

人

が
避
難

民

を
蹴

散

ら

し
、

拳
銃

で
威
嚇

射

撃

を
行

う
。

そ
し

て
乗
船

回
は
無
情

に
も

閉

じ

ら
れ

て
し

ま
う
。

乗

船

口
が
閉

じ

ら
れ
、

避
難

民

が
完

全

に
見
捨

て
ら
れ

た

か

と

思
わ

れ

た

そ

の
と

き
、
将

軍

は
お

も

む

ろ

に

口

を
開
く
。

「
こ

の
船

に
何
名

ま

で
乗

せ

る

こ
と

が

で
き

る

の
か

？
」
耳

を
疑

う
船

員

た

ち

の
な

か

で
将

軍
は
、

船

に
積

載

し

た

武

器

を
す

べ
て
捨

て
、

避

難

民

を
乗

せ

る

こ
と

を
命

令
す

る
。

開

く
乗

船

口
を

見

て
避

難

民

は

互

い
に
抱

き
合

っ
て
喜

ぶ
。

船

か
ら

は
、

先

ほ
ど

積

み
終

え

た

ば

か
り

の
戦
車

や
軍
用
車

が
船

か

ら
続

々
と
運
び
出
さ
れ

る
。

戦
車

や
軍

用
車

と
引

き
換

え

に

避
難

民

が
船

内

に
な
だ

れ

込

む
。

わ

れ
先

に

と
避

難

民

が
船

に
殺

到
す

る
な

か
、

ド

ク

ス
と

父

は
、

船

に
乗

り

込

む
途
中

で

妹

の

マ
ク

ス
ン
を
船

の
下

に
落

と

し

て

切

[その23]

韓国映画 (2014年 )

「国際市場で違いましょう

(号■1人1番 )」

伊藤‐郎
(朝鮮文化を知る会)

つ
な
が
る
情
の
深
さ
に

感
動

同映画ポスター



唖審
材り
勿縁鉱
へつ採
用試験
に

し

ま

う

。

父

は
凍

て

つ
く
寒

さ

の
な

か

で
自

分

の
上
着

を
脱
ぎ

、

ド
ク

ス
に
着

せ
る
。

「ど

の
よ
う
な

こ
と
が
あ

ろ
う
と
も
、

家
族

が
優
先
だ
。
分

か

っ
た
か
。
」

そ
し

て
妹

の
マ
ク
ス
ン
を
救

う
た
め
、

最

後

の
言
葉

を
残

し

て
船

を
下

り

る
。

船

に
乗

れ

な

く

て
力

尽

き

た
人

々

の
水

死
体

が
浮

か

ぶ

な

か

で
父

は
妹

を
探

し

回

る

が
間

に
合

わ

な

い
。
無

情

に
も
船

は
、

父

と
妹

を
残

し

て
出
港

し

て
し

ま

う
。出

港
後
、
街

は
炎

に
包
ま
れ

る
。
炎

と
煙
だ

け
に
な

っ
た
街

を
前

に
、
船

上

の
避
難

民
は
号
泣
す

る
。

メ

ロ
デ

ィ
ス

・
ビ

ク
ト

リ

ー
号

は

一
万

四
千
名

の
避

難
民

を
乗

せ
て
出
港

し
た
。

場

面

は

一
転

し

て
、　
一
九

五

一
年

の

釜

山

。
国

際

市

場

。

ド

ク

ス
の
父

は
興

南

で
ド

ク

ス
と

別
れ

る
際

、
釜

山

の
国

際
市

場

の
叔

母

の
店

「
コ

ッ
プ

ニ

（
日

本

で

い
う

「
花

子
し

」

で

の
再
会

を
誓

っ
た
。

ド

ク

ス
は

母
と

二
人

の
弟
妹

の

家
族
ヽ
人

で
叔

母

の
店

「
コ

ッ
プ

ニ
」

を

探
す
。

叔

母
と
会

っ
た
家
族

四
人
は
、

「
コ

ッ

プ

ニ
」

の
納

屋

で
新

し

い
生

活

を
始

め

た
。

ド

ク

ス
が

学
校

で
同
級

生

に
北

の

興

南

か

ら
来

た

こ
と

を
明

か
す

と

「
お

前

は

パ
ル
ゲ

イ

ン

（
ア
カ

＝
共
産

主
義

者

）
か
」
と

の
の
し
ら
れ
る
。

混

沌

と

し

た

弱
肉

強
食

の
市

場

の
な

か

で
、

ド

ク

ス
は
靴

磨

き

で
家

計

を
助

け

、

時

に

は

ア

メ
リ
カ
兵

に
チ

ョ
コ
レ

ー

ト

を
も

ら

っ
た

り
す

る
。

街
角

の
ラ

ジ
オ

か
ら

は
、

ア
メ
リ
カ
帰

り

の
李

承

晩

が
朝
鮮
戦
争

の
停
戦
を
伝
え
て
い
る
。

一
九

七

三
年

の
七

月

の

こ
と

で
あ

っ

た
。
ラ
ジ
オ
を
聴

き
な
が
ら
ド
ク

ス
は
、

国

が

二

つ
に
分

断

さ

れ
、

父

の
い
る
興

南

に
帰

る

こ
と

が

で
き
な

い

こ
と

を
悟

る
。

ド

ク

ス
は
部

屋

に
飾

ら
れ

た
父

の

写
真

を
見

な

が

ら
酒

を
飲

む

。
父

は
ド

ク

ス
に
語
り
か
け
る
。

「ど

の
よ
う
な

こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、

家
族

が
優
先
だ
。
分

か

っ
た
か
。
」

息

子

は
父

の
言
葉

を
繰

り

返

し
胸

に

刻

む
。

ド

ク

ス
は
家

族

の
た
め
、

ソ
ウ

ル
大

学

に
合

格

し

た
弟

の
学
費

を
稼
ぐ

た

め
、

西
ド

イ

ツ

（
当

時

）

の
炭

鉱

に

出

稼

ぎ

に

い
く
。

異

国

で

の
炭

鉱

の
重

労

働

で
ド

ク

ス

の
目

に
希

望

は
な

い
。

与

え

ら
れ

た

石
炭

の
採

掘

の
重

労
働

に
耐
え

る
。
最
悪

の
労
働
条
件

の
下

で
、

作
業

中

の
負

傷

者

が
続

出

す

る
。

炭
鉱

の
現

場

や
劣

悪

な

二
段

ベ

ッ
ド

の
寮

で

は
、

常

に
ド

ク

ス

の
同
僚

の
泣
き
声

が

聞

こ
え
る
。

当

時

、
応
募

書
類

を

き
ち

ん
と
作

成

で
き

る
人
材

の
み
が
応

募

し

た

た
め
、

炭
鉱

労

働

と

は
無
関

係

の
高

学

歴

の
青

年

が
多

く
炭
鉱

に
従

事

し

て

い
た
。

そ

れ

に
よ

っ
て
不
慣

れ

な
仕
事

に
伴

う
事

故

が
多

発

し

た

と

い
う
。
厳

し

い
生
活

の
な

か

で
も

ド

ク

ス
は
、

生

活

の
た
め

に
韓

国

か
ら

西

ド

イ

ツ
に
出

稼
ぎ

に
き

て

い
て
、

の
ち

に
ド

ク

ス

の
妻

と

な

る

看

護

師

（
キ

ム

・
ユ
ン
ジ

ン
）

と
出
会

う
。あ

る

日
、
炭

坑
内

で
事

故

が
発

生
す

る
。

炭

鉱

の
あ

ち

こ
ち

で
炭

道

が
崩
壊

し
、

作
業

員

が
次

々
と
負

傷

し
、

ド

ク

ス
も
炭

道

に
取

り
残

さ

れ

て
し

ま

う
。

ド

イ

ツ
人

の
炭

鉱

の
管

理
者

は
、

炭
坑

へ
の
入
坑

を
禁

止

し

て
ド

ク

ス
た
ち

を

見
捨

て
よ

う

と
す

る

が
、

同
僚

た
ち

は

ド

ク

ス
た
ち

を
救

う

た
め

に
制

止

を
振

り
切

っ
て
再
び

炭
鉱

に

入

る
。

炭
鉱

に

取

り
残

さ

れ

た

ド

ク

ス
の
同
僚

は
、
瀕

死

の
ド

ク

ス

の
日
か

ら

石
炭

を
掻

き
出

し

、
心

臓

マ

ッ
サ
ー

ジ
を
す

る
。

そ
し

て
ド
ク

ス
は
奇
跡
的

に
息

を
引

き
返
す
。

「泣

く
な
、

ド
ク

ス
よ
。
あ
り
が
と

う
。
お
前

は
家
族

を
き
ち
ん
と
守

っ
た
。
」

「
お
父

さ

ん

に
ず

っ
と
会

い
た

か

っ
た

で
す

。
」
号
泣
す

る
ド
ク

ス
の
手

に
は
、

父

と

興

南

で
生

き
別

れ

た
際

に
厳

し

い

寒

さ

の
な

か

で
、

父

が
脱

い
で
渡

し

て

く
れ
た
上
着

が
握

ら
れ

て
い
た
。

映

画

が
放

映

さ
れ

た
当

時

、
多

く

の

韓

国

人

男
性

が

ド

ク

ス
に
自

ら

の
姿

を

重
ね
合

わ

せ
た
と

い
う

。
ド

ク

ス
は
肉

親

と

の
再
会

が

か
な

っ
た
が
、

い
ま
だ

に
北

と
南

で
生

き

別

れ

た
離
散

家

族

が

存
在
す

る
。

限

り
あ

る
字

数

の
な

か

で
、

映

画

の

す

べ
て
を

こ

の
文
章

で
語

り
尽

く

せ
な

い
こ
と
が
歯
が
ゆ

い
。

映

画

で
ド

ク

ス
は
、

分
断

さ

れ

た
南

北
朝

鮮

の
激

動

の
歴
史

を
生

き

た
。

二

つ
の
世

界

を
生

き
、
慶

尚

道

方

言

と
咸

鏡

道

方
言

の

二

つ
の
方

言

を
話

し

て

い

る
。
変

化

の
多

い
社

会

を
描

い
た
映

画

だ

け

に
、

映

画

の
登

場

人

物

は
、

時

に

め

ま

い

の
す

る
よ
う

な
激

し

い
方

言

で

の
応

酬

を
し

て

い
る
。
荒

っ
ぽ

い
な

か

に
人
間

と
人

間

の
深

い
情

の

つ
な

が
り

が
感
じ
ら
れ

る
。

映

画

を
ま
ず

一
通

り

み

て
、

し
ば

ら

く

帰

っ
て

い
な

か

っ
た
故

郷

に
帰

っ
た

よ

う

な

不
思
議

な
感

覚

に
襲

わ

れ

た
。

生

き

る
と

は
何

か
を
考

え
さ

せ
ら

れ

る

映

画
で
あ

っ
た
。
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朝
中
関
係
の
柱
を
切
り
倒
す
無
謀
な

言
動
を
く
り
か
え
す
こ
と
な
か
れ
（下
）

１
　
盟
友
の
立
場

論
評
は
、
中
国
を
評
し
て
…
①
米
国

の
力
に
押
さ
れ
…
②
日
前
の
利
益
に
目

が
く
ら
み
…
③
兄
弟
の
友
情
ま
で
捨
て

る
な
ら
ば
、
④
朝
中
関
係
の
柱
を
切
り

倒
し
…
⑤
誰
の
信
頼
も
得
ら
れ
な
い
、

と
論
難
し
て
い
る
。
朝
中
関
係
の
本
質

を
反
帝
自
主
を
戦
う
盟
友
で
あ
る
と
す

る
立
場
に
立
つ
も
の
だ
。

朝
中
は
抗
日
戦
、
中
国
内
戦
、
抗
米

朝
鮮
戦
争
を
共
に
戦
い
、
社
会
主
義
革

命
の
道
を
切
り
開
い
て
き
た
。
反
帝
、

反
覇
権
、
反
大
国
の
新
し
い
世
界
の
創

造
者
た
ら
ん
と
し
た
。
第
三
世
界
の
主

権
、
自
主
権
の
確
立
、
米
国
の
支
配
す

る

「国
際
秩
序
」
か
ら
の
解
放
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
朝
米
の
核
対
決
が
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
や
、
中
国
は
米

国
の

『国
際
社
会
』
の

「見
解
」
に
同

調
す
る
。

中
国
は
、
…
中
国
の
国
家
的
利
益
に

脅
威
と
な
る
。
…
関
係
悪
化
の
責
任
は

”
椰
　
　
白
示
　
日
ロ

朝
鮮
側
に
あ
る
。
…
東
北
ア
ジ
ア
の
情

勢
を
緊
張
さ
せ
米
国
の
戦
略
的
配
置
を

強
化
さ
せ
る
日
実
を
提
供
し
て
い
る
。

…
朝
中
関
係
の
主
導
権
は
自
ら
の
手
に

あ
り
、
…
授
け
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い

け
な
い
で
あ
ろ
う
、
等
、
大
国
主
義
、

覇
権
主
義
的
で
あ
り
、
帝
国
主
義
の
笛

に
踊
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
朝
鮮
に
と

っ
て
は
、
あ
る
ま
じ
き
背
信
で
あ
る
。

朝
鮮
は
単
独
で
も
、
自
国
の
生
存
と

し
た
主
権
、
時
代
の
要
請
で
あ
る
自
主

権
を
守
る
た
め
に
米
国
と
戦
う
意
思
と

力
を
備
え
て
い
る
が
、
中
国
と
米
国
の

協
調
は
背
信
と
断
じ
て
い
る
。

２
　
核
は
許
し
が
た
い
大
量
破

壊
兵
器
で
あ
る

広
島
と
長
崎
を
世
界
は
知
る
。
大
虐

殺
の
都
市
を
知
る
。
核
保
有
五
大
国
は

そ
の
核
に
よ
っ
て
、
「世
界
秩
序
」
の
覇

者
と
な
っ
た
。

こ
こ
七
十
年
間
、
戦
火
が
世
界
各
地

に
広
が
っ
て
い
る
。
核
を
手
に
し
た
国

の
横

暴

で
あ

る
。
許

し

が

た

い
。
朝

鮮

も

そ

の
標

的

の

一
つ
に
さ

れ

た
。
朝

鮮

人

た
ち

は
半

世
紀

に
わ
た

り
、
米

国

の

核

の
脅

威

に
悩

ま
さ

れ

続
け

た
。

世
界

の
知

ら
な

い
未

曾

有

の
体
験

を
持

つ
。

国
家

の
主
権

、

自

主
権

は
七
十

年

間
核

個

喝

に
脅

か
さ

れ
続

け

た
。

主
権

と
自

主
権

は
絶

対
的

な
尊

厳

で
あ

り
、
最
高

の
利
益

で
あ

る
。

主

権

と
自

主
権

は
当

然

な

が
ら
自
身

の
力

に
よ

っ
て
し
か
守
ら
れ
な

い
。

朝
鮮

民
主

主
義

人
民

共
和

国

は
大

国

の
核

に
よ

る
覇
権

を
ね

つ
い
に
核

で
以

て
制

す

る

こ
と

を
決

意

し

た
。

反
帝

反

侵

略

に
抗

し

た
、

全

人

民
的
抗

争

論

は

大

量

破
壊

に

は
大

量
破

壊

で
応

え

る
奇

手
を
は
な

っ
た
。

五
大

国

の
核

独

占
体

制

の
横

暴

と
大

国
主
義

に
あ
ぐ

ら

を

か
く
世

界

戦
略

の

常

識

は
大

き

く
ゆ

ら

い
だ

。
①

反
核

の

市

民
運

動

、
②

反
核

の
国
連

決
議

の
動

き

が
あ

る
。
③

こ

こ
に

（
小
国

の
核

に

よ

る
）
覇
権

国

の
核

独

占

と

不
当
な

小

国

へ
の
個

喝
戦

略

へ
の

一
矢

が

は
な

た

れ
た
。

朝

鮮

の
核

を
ど

う
評

価

す

る

の
か
。

米

国

の

「
国
際

秩
序

」

に
、

Ｎ
Ｐ

Ｔ
体

制

に

反
す

る
邪

悪

な

戦
争

狂

の
米

国
か

ら
、

自

主

と
主
権

、

世

界

平
和

を
守

る

も

の
か
と

問
わ

れ

る
。

非
核

化

へ
の

一

石
と
な

ろ
う
。
　

朝
鮮

と
中

国

は
盟
友

で
あ

る
。

反
米

、
社

会

主
義

と

自
主

の
旗

を
守

る
闘

い

で
志

と
力

を
合

わ

せ

て
き

た
。

一
し

か

し
な

が
ら

こ
れ

ら

の
す

べ
て
を

故

意

に
封

じ
破
廉

恥
に

も
米

国

の
言

う

『
国
際
社

会

の

一
致

し

た
見
解

な

る
』

も

の
に
連

な

る
…
」

の
か
と

、

朝

鮮

は

中

国

を
叱

る
。

両
国

の
対
米

政

策

の
も

た

ら
し

た
相

異

か

ら
生

じ

た
も

の
で
あ

ろ
う
。

そ
れ

は

一
九

七

二
年

の
米

国

と

の
国

交

正
常

化

に
始

ま

る
と
考

え

ら

れ

る
。

米

国

は
大

国
中

国
と

の
関

係

を
改

善

す

る

一
方

で
小
国
朝
鮮

へ
の
軍
事

的

圧

力
を
強
め
た
。

一
九

七

二
年

の

「
チ
ー

ム

ス
ピ

リ

ツ

ト
」
侵

攻

演

習

の
恒

例

化

で
あ

る
。

国

連

安

保

理
事

国

と

な
り
、

世
界

資
本

主

義

市

場

へ
の
参

入
、

世
界

の

「
工
場
」

へ
と
、
中

国

は
米

国

と

の
戦

略

的

パ
ー

ト
ナ
ー
に
成
り
上
る
。

一
方
朝

鮮

は
経

済
封

鎖

、

軍
事

進

攻

の
標

的

、
情
報

戦

の
標

的

と

な
り

、

国

家
崩
壊

へ
と
圧
迫
さ
れ
た
。

朝

鮮

の
統

一
問
題

に
関

し

て
も

、
米

国

の
分
断

固
定
化

に
追
従
す

る
の
み
で
、

国
連

へ
の
南

北

同
時

加

盟

に
従

い
、
中

国

の
韓

国
承
認

を
も

た
ら
す

が
、
米

国

の
朝

鮮

承

認
を
果

た
す

こ
と

は
な

か

っ

た
。そ

の
後

の
、　

一
九

九

四

の
米

国

の
対

朝

鮮

軍
事
進

攻

計

画
等

の
朝

鮮

国

の
国

家

存

亡

の
危

機

に
際

し

て
も

さ

し

た

る

動
き
は
な
か

っ
た
。

核

問
題

に
際

し

て
は
、

つ
い
に
国
連

安
保

理

の
名

に

よ

る
制
裁

に
連

な

っ
て

し
ま
う
。



__15___   日本と朝鮮 (愛知版) 2017年 7月 (408)号

自
国
の
平
和
的
環
境
へ
の
保
障
を
最
優

先
す
る
、
六
者
協
議
に
お
い
て
も
、
米

日
韓
に
よ
る

「魔
女
狩
り
」
裁
判
に
与

す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
米
国
の
朝
鮮
国

へ
の
不
当
な
抑
圧
の
是
正
に
、
国
際
世

論
を
喚
起
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

ご
く
最
近
の
中
露
ト
ッ
プ
会
談
で
、

米
軍
の
対
朝
鮮
軍
事
演
習
の
中
断
を
よ

う
や
く
言
及
し
て
い
る
始
末
で
あ
る
。

３
、
朝
中
関
係
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
る

①
民
族
解
放

（独
立
）
戦
争
時
期

（
一
九
三
二
年
～
一
九
四
五
年
）

「日
中
十
五
年
戦
争
」
と
呼
ば
れ
る

時
期
、
中
朝
ゲ
リ
ラ
は
共
に
抗
日
戦
を

戦
っ
た
。

②
国
共
内
戦
時
期

（
一
九
四
五
年
～

一
九
四
九
年
）

中
国
共
産
党
の
中
国
革
命
に
朝
鮮
人

部
隊
約
二
五
万
が
参
戦
し
、
海
南
島
解

放
ま
で
共
に
戦
っ
た
。
朝
鮮
は
中
国
共

産
党
軍
の
後
方
地
帯
と
な
り
、
中
国
革

命
成
功
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

③
朝
鮮
戦
争

（
一
九
五
〇
年
～

一
九
五
三
年
）

朝
鮮
の
南
北
分
断
に
よ
り
、
朝
米
間

戦
争
が
勃
発
。
中
国
は

「中
国
を
守
り
、

朝
鮮
を
支
援
す
る
た
め
に
、
米
国
に
抗

す
る
」
と
五
十
万
の
義
勇
軍
を
朝
鮮
に

お
く
る
。

④
国
際
共
産
主
義
運
動
内
の
分
裂

「中
ソ
論
争
」
に
見
ら
れ
る
社
会
主
義

内
の
対
立
が
表
面
化
し
た
時
期
、
朝
鮮

労
働

党

は

反
帝

反
米

闘
争

の
最

中

で

の

公

開
論

争

に
反

対

を
表

明
。

特

に
党

代

表
者
会
議

を
開
催

し
て
、
『
自
主
性

を
擁

護

し

よ

う

』

を
発

表

す

る
。
帝

国
主
義

と
大

国

主

義

を
共

に
批
判
す

る
。

朝
鮮

の
自

主
性

、

世

界

の
自

主
性

の
時

代

を

強
く
主
張
す

る
。

⑤
中
国
。
米
国
の
国
交
正
常
化
時
期

一
九

七

二
年

の

ニ
ク

ソ
ン
大
統

領

の

訪

中

に
よ

っ
て
、

そ

の
後

両

国

の
国
交

正
常

化
、

中

国

の
国
連

安
保

入

り

が
決

ま

る
。

国
際

秩

序

に
大

き
な
変

化

が
起

こ
る
。

キ

ッ
シ

ン
ジ

ヤ
ー

の
外

交

戦

略

は
、

社

会

主
義

陣

営
内

の
論

争

に
乗

じ

て
、

そ

の
外

交

的

分

野

に
ま

で
至

ら
し

め
た

。
　

ま

た
米

国

の
対
社
会

主
義

政

策

に
、

大

国

と

は
対
決

を
さ
け
、

小

国

を
各

個
撃

破

す

る

せ
ん
り

や
く

へ
の
布

石
と
な

る
も

の
で
あ

っ
た
。

朝
鮮
労
働
党

は

ニ
ク

ソ
ン
訪
中
を

「米

国
が
自
旗

を

か
か
げ

て
訪
中
し
た
」

（金

日
成

主
席

）

と

そ

の
外
交

関
係

を
評
し

た
。

同
時

に
新

た
な
帝

国
主
義

と
社

会

主
義

大

国

に
よ

る
覇
権

主
義

を

予
見

す

る
。朝

鮮
労

働

党

は

一
九

七

二
年

に

「
金

日
成
主
義

」

を
表

明
し
た
。

「主
体
」

の

思
想

と

理

論

・
方

法

を
体
系

化
す

る
。

ソ
連

に
よ

る
伝

統
的

な

マ
ル

ク

ス

・
レ

ー
ニ
ン
主
義

、
中

国

の

「毛
沢
東

思
想
」

と
並
び
立

つ
こ
と
を
意
味
し
た
。

朝

鮮

と
中

国

は

そ

の
国
際

的
外

交

環

境
の
変

化

（米

国

と

の
共
存

と
敵

対
）

と
社

会

主

義

理
念

に
ず

れ

を
持

つ
よ

う

娼
発
電

躙

舅

覇

鮮
半
島
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

ソ
連

、
中

国

の
韓

国

承

認

で
あ

る

（
一

九
九
〇
年
と

一
九
九

二
年
）
。
　

し
か
し

ク

ロ
ス
承
認

を
主
張

し

て

い
た
米

国

と

日
本

は
朝

鮮

承
認

を
行

う

こ
と

を

し
な

か

っ
た
。

朝

鮮

国

に
と

っ
て
国
際
的

孤

立

を
招

き

か
ね

な

い
情

況

が

つ
く

ら
れ

た
。ソ

連

の
シ

ュ
ヮ
ル
ナ
ゼ
外

相

の
事

前

の
訪

朝

に
対

し
朝
鮮

は
強

く
抗

議

し
、

核
武

装

を
示
唆

す

る
。

何

故

な

ら
ば

、

朝

ソ
軍
事

同

盟

の
無
効

に

つ
な

が

る
大

事
件

で
あ

っ
た
か
ら
だ
。

中

国
に
対
し

て
も
強

い
不
満

を
抱
く
。

朝
鮮

の
南

北
統

一
路

線

へ
の
事

実

上

の

阻
害
要
因
と
な

っ
た
か
ら
だ
。

Ｓ

唯

勁

嗅

雄

翻

ン 「確

猪

螺

イ

『
リ
ポ

ー

ト
』

は
中

国
と

は

ソ

フ
ト

ラ

ン
デ

ィ

ン
グ

、
朝

鮮

は
崩
壊

さ

せ

る

戦
略

を
示
し
た
。

朝

鮮

が
社

会

主
義

市

場

を
失

い
、
大

自

然
災

害

を
受

け

て
危
機

に
陥

る
や
、

米

国

は

一
九

九

二
年

、

九

四
年

に
軍
事

介

入

を
決

意

す

る
。

朝

鮮

は
対
米

「準

戦

時
態
勢

」

を
と

り
、
戦
争

前

夜

の
危

機

直

前

に
、
朝

米

会

談

の
席

に
着

か

せ

る
。
③
六
者
協
議

一
九

九

四
年

「朝

米

合
意

枠

組

み
」

が
成
立

し

て
、
朝

米

の
新

た

な
関

係

が

出
発
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
ブ

ッ
シ
ュ
が
合
意
枠
組
み
を
壊
す
。

※
干
岩

俊

司
氏

は
、
『
独

裁

国

家

・
北

朝

鮮

の

実

像

』
で
、
Γ

。私

は

や

っ
ぱ

リ

ア

メ

リ

カ

が

壊

し

た

と

思

い
ま

す

よ
。
‥
・ク

リ

ン
ト

ン
政
権

は

ア

メ
リ

カ

の
議

会

に
対

し

て

、

『
北

朝

鮮

と

い
う

国

は
今

後

五

年

も
た

な

い
」
と
説

得

し

た
‥
ブ

ッ
シ

ユ
政
権

に

な

つ
て

も

崩

壊

し

な

い
、
「
お

か

し

い
じ

や

な
い
か
』と
遅
［意
』以
外
の
話
を
持
ち
出

し
た

か
ら

で
あ

る
」
と
語

る
。

六
者
協
議
の
議
長
を
中
国
が
務
め
た
。

会
議

は
朝
鮮
半
島

の
核
問
題

の
解
決

を

論
議

し
、
朝
鮮
と
米

・
日

・
韓

の
関
係

改
善
を
目
的
に
し
た
。
（朝
米
平
和
協
定
、

朝
日
国
交
正
常
化
、
南
北
交
流
正
常
化
）

し
か
し
な
が
ら
、
米

。
日

の

「魔
女

狩
り
」
の
場
に
な
り
果
て
て
し
ま

っ
た
。

（北

の
核
だ
け
な
く
せ
の
大
合
唱
）

要
す
る
に
、
『
国
際
社
会
』

の
現
在

の

中
心
勢
力

の
枠
組

み

の
中

に
取
り
込
ん

で
、
朝
鮮

を
管
理
し
よ
う
と
す

る
、

と

い
う
戦
略
だ
。
（米
・
中
共
同
管
理
、

型
大
国
関
係
の
下
で
の
管
理
）

金
哲

論

文

は
、
朝

鮮

が
米

国

と

の

終

決

戦

の
段

階

に
突

入
し

た
時
期

に

表

さ

れ

た
も

の
で
、

た

ん
ど

く

で

の

米
戦
を
表
明
す

る
も

の
で
も
あ

る
。

（
了

）



‐６
一
い
ま
面
白
い
市
民
運
動
の
情
報
誌

●
瀬
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を
保
存

す
る
会
会
報

（Ｌ
一四
〇
号
＝
二
〇
一七
年
七
月
一日

発
行
＝
同
会
／
瀬
戸
市
）

○
春
の
戦
跡
見
学
会

（二
〇

一
七
・
五

・
十
三
　
瑞
浪

・
釜
戸
紅
葉
山
の
地
下

壕
＝
三
菱
発
動
機
第
四
地
下
工
場
～
日

中
不
再
戦
の
碑
）

○

【大
戦
秘
話
】
十
三
試
艦
上
爆
撃
機

「彗
星
」
⑦
愛
知
航
空
機
製
量
産
機
の

素
性
…
愛
知
航
空
機
研
究
家

・
渡
辺
哲

国〇
陶
都
戦
争
譜
④
…
中
部
大
学
講
師

・

中
村
儀
朋

〇

【新
証
言
】
八
月
十
五
日
、
青
年
将

校
の
自
決
／
東
方
に
山
を
望
む
浦
山
で

…
感
応
寺
住
職

・
梶
田
義
暢
氏
に
聞
く
ほ
か

●
草
の
根

（第
二
七
九
号
＝
二
０
一
七
年
七
月
六
日

発
行
＝
原
水
爆
禁
止
愛
知
県
協
議
会
／

日本と朝鮮 (愛知版) 2017 7月 (408)号
★
夏
季
財
政
へ
の
ご
協
力
に
、
厚
く
感
謝
し
ま
す
。
【県
連
事
務
局
】

名
古
屋
市
東
区
）

０

二
〇

一
七

あ

い
ち
平

和
行
進

／
核

兵

器
を
廃
止
し
禁
止
す

る
条
約

を
！

０

【草

ノ
ー

ト
】

戦
後

七

二
年
、

沖

縄

の
不
発
弾
。
な
お

二
〇

一
二
ト

ン
埋
蔵
、

処
理
に
七
〇
年

○

「
ヒ
バ

ク

シ

ャ
国
際
署
名

を
進

め

る

愛

知

県

民

の
会

」
設
立

総
会
／

七
月

三

十

日
午

後

一
時

～

　

イ
ー
ブ

ル
名
古

屋

（三
階

ホ
ー
ル
）

ほ
か

●

あ

ま

東

部

（
Ｌ
九

五

＝

二
〇

一
七

・
六

・

一
八
発

行

＝
あ

ま
東

部

平

和
委

員
会

／

海

部

郡

大
治
町
）

○

数

の
暴

カ

ー
　

現
代
版

治
安

維
持

法

『
共
謀

罪

』

強

行

成
立

／

こ

の
国

の
民

主
主
義

は
死
ん
だ

の
か
！

○

「市
民
ア
ク
シ

ョ
ン
＠
あ

い
ち
九

区
」

設
立

＝
五
月
十

四
日

〇

野
党

共

闘
実

現

へ
さ

ら

に

一
歩

…
濱

崎
裕
功

〇

【
あ

い
ち

平
和
行

進

】

あ
ま
東
部

コ

ー

ス
／

あ

ま
市

は
今

年

も
市

幹

部

ら

が

出
迎

え

／
今

年

も
清

須

乙
女
座

が
美
濃

路
を
盛

り
上
げ

る

ほ
か

●
日
中
友
好
新
聞

豊
野
川県
連
版

〈第
二
五
〇
号
＝
二
〇

一
七
年
七
月
一

五
日
　
発
行
＝
日
中
友
好
協
会
愛
知
県

連
合
会
／
名
古
屋
市
千
種
区
末
盛
通
】

○
雲
南
省
に
少
数
民
族
を
訪
ね
る
旅
①

…
木
俣
　
博

〇
第
五
回
愛
知
大
府
飛
行
場
中
国
人
強

制
連
行
被
害
者
を
支
援
す
る
会
総
会
開

催

（五
月
二
八
日
〉
報
告

〇

【稲
沢
支
部
講
演
会
】
竹
内
テ
ル
子

さ
ん

『満
洲
で
、
敗
戦
か
ら
引
き
揚
げ

ま
で
の
一
年
ニ
カ
月
の
体
験
』

ほ
か

12(■ )8/10(木 )
●11:00～
中区栄の空襲体験 乾正男 さん

●12:15～   一
そう,1車がやってきた

小出 隆司 さん

●13:00～
安倍雌 による改憲の新たな動き
本秀紀 さん(名古屋大学大学浣,ム学研究11敦根)

●15:15～
トランプ政権と日米安保 ～アメリカに
おける軍事に対するコントロールの耐 旨ll
三宅 le―郎 さん (二重短期大学教授)

・ 禦繁1』曇政換にあ・ 濃矮
だL

(真宗大容派 回光寺住職 )

11(金 )

●11:00～  1
ヒロシマ ナガ,キのln4体験

●12:15～
体験者が語る ,戦争の狂気」

●13:30～
共謀罪て国民生活はどうなる !

岩月浩二 さん 〈弁護士)

●15:30～

●11:00～
撫順炭鉱と

平頂山事件

偽満皇宮博7/j院研究員
Bφ友好協会受知県連合会

●13:00～
外征軍化する自衛隊

飯3滋明 さん
(名古屋学院大学教授 )

●14:15～
私にとって

'日

本軍慰安婦」とは

興知 日本軍 f慰安婦」
P・B題の解決すすめる会

【
表

紙
＝
三
浦
雅
子
】

篇飢

`瞥
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